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瀬目トンネル検討委員会・地盤検討委員会

合同現地調査 とりまとめ

熊本県 球磨地域振興局

国土交通省 川辺川ダム砂防事務所

１．トンネル建設当時、地質調査や専門家による検討等、十分な検討が行われ

ており、その当時の知見においては、ルート選定を始めとした道路計画、トン

ネルの設計・施工は妥当なものであったと言える。

２．しかしながら、工事が完了し、道路の供用が開始された後に、トンネル内に

亀裂が生じたため、地盤変位の観測を行いながら、原因究明に向けた調査を

実施するとともに、支保工等のトンネル補修を実施してきた。

３．観測開始以降、極めて緩慢（年間数mm）ながら地盤変位が継続しており、追

加的に実施した地質調査等の結果から、トンネル内で発生している亀裂は、ト

ンネルの一部が地すべり面の影響を受けていることが原因である可能性が高

いことが確認されたため、短期間でトンネルが使用不能になる程度の大規模

な変位ではないものの、追加的な対策が必要と言える。

４．押さえ盛土等の湛水地すべり対策を実施すれば、地盤変位は収束し、トンネ

ルの破損の拡大は防止できるものと考えられる。

５．一方、湛水地すべり対策が当面は実施されない場合においては、道路として

の安全対策を実施する必要がある。

６．これまでのトンネル補修では、水抜き対策も試みられてきたものの十分な効

果が得られていないが、最近の調査結果より、宙水の状況が新たに把握され

てきたため、今後、より効果的な水抜き対策を実施し、その効果を検証する価

値がある。

７．このため、道路の安全性を確保するために、モニタリングを実施するとともに

緊急対応体制を確保しながら、併行して効果的な水抜き対策を実施すること

とし、その後、その効果の検証を行ってもなお十分な効果が得られない場合に

は、新たな対策を検討することとする。
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